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平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について 

 

１ 全国調査の概要 

(1) 調査の目的 

   ①  子どもの体力が低下している状況にかんがみ、国が全国的な子どもの体力の

状況を把握・分析することにより、子どもの体力の向上に係る施策の成果と課

題を検証し、その改善を図る。 

② 各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において自らの子どもの体力

の向上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのよう

な取組を通じて、子どもの体力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確

立する。 

   ③ 各学校が各児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣、食習慣等を把握し、学校

における体育・健康に関する指導などの改善に役立てる。 

(2) 調査内容 

① 調査の対象 

   ・ 小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年 

   ・ 中学校第２学年、中等教育学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年 

② 調査の方式 

    文部科学省が調査対象としている学校における前述①の学年の全児童生徒

を対象とした全国的な調査を行う。 

  ③ 調査事項 

   ア 児童・生徒に対する調査 

    ・ 実技に関する調査 

   ［小学校８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げ 

   ［中学校８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

持久走（男子 1500m、女子 1000m）、20ｍシャトルラン 

50ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げ 

（※持久走か 20m シャトルランのどちらかを選択） 

    ・ 質問紙調査：運動習慣、生活習慣、食習慣等 

イ 学校に対する調査 

    ・ 質問紙調査：子どもの体力向上に係る取組等 

(3) 調査期間 

   平成２７年４月から７月末までの期間 

 

２ 調査学校数、児童生徒数 

(1) 全国の調査学校数、児童生徒数 

 調査学校数 調査児童生徒数 

小学校 ２０，４７７校 １，０６８，５９８人 

中学校 １０，５７８校 １，０６１，９８１人 

(2) 愛知県の調査学校数、児童生徒数  

 調査学校数 調査児童生徒数 

小学校 ９９１校 ６７，６６０人 

中学校 ４３７校 ６５，３９３人 
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３ 実技調査の結果(愛知県の結果は、名古屋市・特別支援学校含む、私学除く） 

(1) 全国と愛知県の体力合計点、種目別結果比較 
※ 体力合計点：８種目の調査種目の成績を１点から１０点に得点化して総和した合計得点（80 点満点） 

・ 本県の体力合計点を全国平均と比較すると、小学校・中学校の男女、全てで
下回っていた。 

・   平成 26 年度と比較すると、小学校の女子は前年を上回っていたが、小学校
の男子、中学校の男女は、下回っていた。 

・ 過去５年間の結果は、ほぼ横ばい状態である。２５年度から調査方法が抽出

調査から悉皆調査に戻ったが、結果に大きな違いはみられない。 

・   種目別結果については、小学校では、女子の立ち幅とびが全国平均より高く

なっている。中学校では、男子の 20ｍシャトルランが全国平均より高く、女子

は、反復横とび・20ｍシャトルラン・持久走・ボール投げが全国平均より高く

なっている。 

   

①  本年度・昨年度の体力合計点比較 
 平成２７年度 平成２６年度 

全国平均 本県平均 全国平均 本県平均 

小学校 
男 ５３.８１ ５２.１０ ５３.９１ ５２.２２ 

女 ５５.１９ ５３.５４ ５５.０１ ５３.４６ 

中学校 
男 ４１.８０ ４０.４０ ４１.６３ ４０.７５ 

女 ４８.９６ ４８.５３ ４８.５５ ４８.６０ 

  

  ② 過去５年間の体力合計点比較 

     ※ 平成２５、２６、２７年度は悉皆調査 

        平成２２、２４年度は抽出調査 

        平成２３年度は、東日本大震災のため未実施 
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③ 種目別結果 
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 (2) 児童生徒の昭和６０年度の体力水準と平成２４から２７年度の比較(本県分) 

【小学生】 

 

・ 昭和６０年度と比較可能な種目についてみると、反復横とび以外の種目は昭和

６０年度の平均値を下回っている。 

・ 平成２４～２７年度までに大きな変化はみられない。 
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【中学生】 
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４ 愛知県の児童生徒の運動習慣、生活習慣【質問紙調査】 

(1) １週間の総運動時間の状況 

・ １週間の総運動時間の分布は、平成２０から２６年度調査（平成２３年度は未

実施）と同様で、小中学生とも運動をほとんどしない児童生徒が多く、特に女子

においては顕著であった。 

・ 中学生においては明確な二極化がみられ、特に中学校女子においては、約２０％

が、１週間の総運動時間が６０分未満であった。 

※１週間の総運動時間は、平日の総運動時間と土曜日、日曜日の運動時間を合計して算出した時 

※学校の体育の授業を除き、運動やスポーツ（体を動かす遊びを含む）をした時間 
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5     10      15     20      25     30     35     40 (時間) 
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 5      10     15     20     25     30     35     40 (時間)  

60分未満6.8％

(全国 6.6％) 

60 分未満 13.9％

(全国 13.0％) 

60 分未満 7.2％

(全国 7.1％) 

60 分未満 20.4％

(全国 21.0％) 

【小学校男子】

【小学校女子】 

【中学校男子】 

【中学校女子】 
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【小学校男子】 

【小学校女子】 

【中学校男子】 

【中学校女子】 

 

(2) 1 週間の総運動時間と総合評価との関連 

・ 男女とも、１週間の総運動時間が長い児童生徒の方が、総合評価が高い傾向が

みられた。１週間の総運動時間が短い児童生徒は、総合評価が低い傾向がみられ、

特に女子においては、その傾向が顕著であった。 

 

 

 

                          

A 2,364 人                                     

B 6,642 人                                                              

C11,155 人                                                                         

D 8,205 人                                                                 

E 3,721 人                                                                

                                                                         

                                                                        

 

A 3,208 人 

B 7,218 人 

C11,324 人 

D 7,330 人 

E 2,504 人 

 

 

 

 

 

 

A1,573 人                                                                                                                              

B 6,871 人                                                                                                                            

C11,975 人                                                                                                                                 

D 7,788 人                                                                                                                             

E 2,491 人                                                                                                                              

                                                                         

                                                                         

 

A 7,421 人 

B 9,192 人 

C 8,063 人 

D 3,414 人 

E  652 人 

 

総合評価基準 ※体力合計点から判定【小学校】Ａ：65以上  Ｂ：58～64  Ｃ：50～57  Ｄ：42～49 Ｅ：41以下

総合評価基準  ※体力合計点から判定【中学校】 Ａ：57以上 Ｂ：47～56 Ｃ：37～46 Ｄ：27～36 Ｅ：26以下
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(3) 運動部活動の所属と総合評価との関連 

・ 男女とも、運動部活動に所属している児童生徒の方が、総合評価が高い傾向が

みられた。特に、女子においては、総合評価が低い児童生徒の多くは、運動部活

動に所属していない児童生徒であった。 

 

  

【小学校男子】 

 

【小学校女子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校男子】 

 

【中学校女子】 

 

 

 

 

 

 

 

総合評価基準 ※体力合計点から判定【小学校】Ａ：65以上  Ｂ：58～64  Ｃ：50～57  Ｄ：42～49 Ｅ：41以下

総合評価基準  ※体力合計点から判定【中学校】 Ａ：57以上 Ｂ：47～56 Ｃ：37～46 Ｄ：27～36 Ｅ：26以下
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 (4) 運動やスポーツの「好き・きらい」と体力との関係 

・ 小・中学校の男女全てにおいて、運動やスポーツをすることが「好き」の割合

が増加した。 

・ 男女とも、運動やスポーツをすることが「好き」の集団は、それ以外の集団に

比べて、体力合計点が高い傾向がみられた。 

・ 女子においては、「きらい」、「ややきらい」の割合が男子より高く、小学校か

ら中学校になると、より一層その傾向は高まっている。 

【小学校】 ① 運動やスポーツをすることは好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 運動やスポーツの好き・きらいと体力合計点との関連 

 

【中学校】 ① 運動やスポーツをすることは好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ② 運動やスポーツの好き・きらいと体力合計点との関連 

女子
←県平均 

男子 女子 

←県平均

男子
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  (5) オリンピック・パラリンピックへの気持ち 

・ 「試合を見に行ってみたい」児童生徒は、多い。昨年度に比べ「運動に関心が

高まってきた」と答えた児童生徒が男女とも２倍以上に増えている。 

・ オリンピック・パラリンピックが開催される機会を捉えて、積極的に体育・ス

 ポーツにかかわっていく意識を高め、体力についてもより関心をもたせるように

 働きかけることが大切である。 

 

【小学校】 

 

【中学校】 
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